
■日　時： 平成24年7月21日（土）　午後１時30分～午後5時00分　　（受付開始：１：15～）

■場　所：

■参加費：

■定　員：

■杉本恵子 先生

13：30～

（50分）

14：20～

14：30～

(60分)

15：30～

15：40～

(30分)

16：10～

16：15～

(30分)

16:45～

16:50

＊17：00より懇親会を用意しております。　＊予算：5000円程度を予定しています。

○で囲んで下さい→

ご芳名 会社名

ご住所

お電話 ＦＡＸ

■お問合せ先：　特定非営利活動法人インターフェロン・ハーブ研究所
　　　　　　　　　　　電話042-532-6150　　FAX:042-532-5920

下記にご記入し、このままＦＡＸにてお申込み下さいませ。　FAX：０４２-５３２-５９２０

参　　加　　申　　込　　書

■講演会に　　参　加　　　　不参加 ■懇親会に　　参加　　　不参加

閉会

杉本恵子　先生　

講　演　　ウィルス病に対するインターフェロン、自然免疫と粘膜免疫の役割　

小島保彦　（インターフェロン・ハーブ研究所　所長）

質疑応答

基調講演　　食による予防医療　～食事の選択基準～　

児玉陽子　先生　

質疑応答

質疑応答

講　演　　ホメオパシーの効果と問題点

桑原正人　先生　

質疑応答

50名

講師プロフィール
■小島保彦 先生 ■桑原正人　先生

◆◆◆公開講座プログラム◆◆◆

■児玉陽子 先生

ＮＰＯ法人インターフェロン・ハーブ研究所

公開講座　　『予防医療・代替医療の最新情報』

記

東京八重洲ホール　２０１会議室　（東京都中央区 日本橋3-4-13 新第一ビル　TEL:03-3201-3631)

①会員：無料　②非会員：１０００円　

講　演　　歯周病と病気の突然死/心臓血管病との関連性　　

ＮＰＯインターフェロン・ハーブ研究所所長 
医学博士  専攻：ウィルス学 
 
東京大学伝染病研究所（現：医科研）、北里研
究所研究部部長、山之内製薬顧問等歴任。 
1954年、長野＆小島の連名で世界に先駆けて
インターフェロンを発見したとして著名。 

また漢方生薬によるインターフェロン・イン

デューサーも世界で初めて発見。世界特許30

編取得、論文百数十編。 

日本大学 生物資源科学部放射線科 准教授 
ＮＰＯインターフェロン・ハーブ研究所 副所長 
 
ワシントン州立大学客員教授を経て現職。 

新アトピー療法（治療分類検査によるヒトの非ステロイ

ド経口投与剤療法）を発明。オリジナルな免疫学的アプ

ローチで難治性疾患に取り組んでいる。 

論文百数十編、特許10数編取得。 

日本インターフェロン・サイトカイン学会 会員、 

日本癌学会 会員、日本アレルギー学会 会員 

ＮＰＯインターフェロン・ハーブ研究所 理事 
元松井病院 食養内科顧問 
 
内科医の日野厚博士と共に、我が国で初めて一般

病院に食養内科を創設し、40年近くにわたり患者の

食生活指導にあたる。現在は、家庭における食生活

の大切さを説き、全国で講演活動や食事指導にあ

たっている。著書に『臨床栄養と食事改善指導』『ア

レルギーにならないための離乳食』などがある。 

ＮＰＯインターフェロン・ハーブ研究所 理事 
みなみこいわペットクリニック院長。 
 
獣医領域において長年西洋医学と代替療法の融合

を実践し、業界をリードしてきた。 

日本獣医生命科学大学卒業。 

東京都獣医師会会員、JAHA認定インストラクター、

英国認定ホメオパス、ジャパンフラワーエッセンスア

カデミー専務理事 、日本獣医伝統医学会監事 



「東京駅」八重洲中央口徒歩3分(JR線・丸ノ内線)

「日本橋駅」B3出口 直結(東西線・銀座線・浅草線)

会場地図
東京八重洲ホール　２０１会議室

東京都中央区 日本橋3-4-13 新第一ビル　TEL:03-3201-3631



ド経口投与剤療法）を発明。オリジナルな免疫学的アプ


